
今
こん

回
かい

エレキくんがやって来
き

たのは、秋
あき

田
た

県
けん

鹿
か

角
づの

市
し

の海
かい

抜
ばつ

1062mの所
ところ

にある、澄
すみ

川
かわ

地
ち

熱
ねつ

発
はつ

電
でん

所
しょ

。場
ば

所
しょ

は十
と

和
わ

田
だ

八
はち

幡
まん

平
たい

国
こく

立
りつ

公
こう

園
えん

のすぐそば。春
はる

先
さき

の「雪
ゆき

の回
かい

廊
ろう

」でも有
ゆう

名
めい

な、高
こう

原
げん

をめぐ
る観

かん

光
こう

道
どう

路
ろ

、八
はち

幡
まん

平
たい

アスピーテラインからそれて、少
すこ

し山
やま

の中
なか

へ入
はい

った自
し

然
ぜん

豊
ゆた

かな所
ところ

だ。澄
すみ

川
かわ

地
ち

熱
ねつ

発
はつ

電
でん

所
しょ

は、環
かん

境
きょう

への配
はい

慮
りょ

がゆきとどいていることでも知
し

られる。いったい、どんな発
はつ

電
でん

所
しょ

なのかな？

どこまでもどこまでも
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　太
たい

陽
よう

光
こう

や風
ふう

力
りょく

など、持
じ

続
ぞく

可
か

能
のう

な自
し

然
ぜん

のエネル
ギーを利

り

用
よう

して電
でん

気
き

をつくる方
ほう

法
ほう

にもいろいろあ
ります。そんな中

なか

で、将
しょう

来
らい

有
ゆう

望
ぼう

な発
はつ

電
でん

方
ほう

法
ほう

として
注
ちゅう

目
もく

されているものに地
ち

熱
ねつ

発
はつ

電
でん

があります。日
に

本
ほん

には火
か

山
ざん

がたくさんあるので、地
ち

熱
ねつ

を発
はつ

電
でん

に利
り

用
よう

できる資
し

源
げん

と考
かんが

えると、その量
りょう

はアメリカとイン
ドネシアに次

つ

いで、なんと世
せ

界
かい

第
だい

3位
い

。日
に

本
ほん

はあ
る意

い

味
み

、資
し

源
げん

大
たい

国
こく

ともいえるのです。
　地

ち

熱
ねつ

発
はつ

電
でん

とは、地
じ

面
めん

に深
ふか

い井
い

戸
ど

を掘
ほ

って、そこ
から噴

ふ

き出
だ

す熱
あつ

い蒸
じょう

気
き

を使
つか

ってタービンを回
まわ

し、
その力

ちから

で発
はつ

電
でん

機
き

を動
うご

かす発
はつ

電
でん

方
ほう

法
ほう

です。ですか

火山の恵みで電気をつくる ら、タービンを回
まわ

すところからは、火
か

力
りょく

発
はつ

電
でん

など
と同

おな

じやり方
かた

ですが、地
ち

熱
ねつ

を利
り

用
よう

するので、CO2
をほとんど出

だ

さないことが大
おお

きな特
とく

徴
ちょう

です。
　澄

すみ

川
かわ

地
ち

熱
ねつ

発
はつ

電
でん

所
しょ

で使
つか

う地
ち

熱
ねつ

エネルギーの源
みなもと

は、
八
はち

幡
まん

平
たい

を中
ちゅう

心
しん

とした火
か

山
ざん

群
ぐん

の地
ち

下
か

にあるマグマで
す。地

ち

中
ちゅう

にしみ込
こ

んだ雨
あま

水
みず

や地
ち

下
か

水
すい

が、マグマに
よって熱

ねっ

せられた岩
がん

石
せき

に触
ふ

れると、200℃から
350℃という高

こう

温
おん

の蒸
じょう

気
き

や熱
ねっ

水
すい

になり、地
ち

下
か

深
ふか

く
にたまります。そのような場

ば

所
しょ

を「地
ち

熱
ねつ

貯
ちょ

留
りゅう

層
そう

」と
いい、地

ち

表
ひょう

から1500〜2500mほどの所
ところ

にあり
ます。そして、そこから蒸

じょう

気
き

を取
と

り出
だ

すのは「生
せい

産
さん

井
せい

」という井
い

戸
ど

。澄
すみ

川
かわ

地
ち

熱
ねつ

発
はつ

電
でん

所
しょ

の周
しゅう

辺
へん

では、現
げん

在
ざい

9本
ほん

の生
せい

産
さん

井
せい

が利
り

用
よう

されています。

澄川地熱発電所を案内してくれた所長の三
み

浦
うら

利
とし

広
ひろ

さん（左）と副所長の大
おお

久
く

保
ぼ

司
つかさ

さん
（右）。

発電機やタービンは、中央に見える山小屋風に
デザインされた三角屋根の建物の中にある。た
くさんの蒸気を出しているのは、地下に戻す前
に熱水を冷ます冷却塔。写真の上の方の左右に
見える蒸気を出している所は生産井のある基地
で、右下にある蒸気の出ていない設備が還元井
のある基地だ。（写真提供／東北電力株式会社）

ファンファン

外気外気

変圧器変圧器

タービンタービン 復水器復水器

冷却塔冷却塔

循環水ポンプ循環水ポンプ

冷却排水冷却排水

還元井へ還元井へ

発電機発電機

蒸気蒸気

送電線送電線

建物の中にあるタービンと発電機。生産井から送られてくる高
温・高圧の蒸気がタービンを回転させる。タービンと発電機の
回転軸は直接つながっているが、仕事を終えた蒸気はタービン
からもれ出すことなく、右に見える太いダクトを通って外の復
水器へ送り出される。人物と比べるとタービンや発電機の大き
さがわかるね。

東北電力には澄川地熱
発電所の他にも、いく
つかの大きな地熱発電
所があるが、基本的な
しくみは同じ。火力発
電所に比べると、ボイ
ラーなどの設備がない
ぶん、管理しやすいの
も特徴だ。

電気工学のことをわ
かりやすく解説して
いるコーナーをはじ
め、電気の現場で働
く人や研究者のイン
タビューも充実！　ぜ
ひチェックしてみてね。 パワーアカデミー 検索

パワーアカデミーのWEBサイトでパワーアカデミーのWEBサイトで
電気工学を学ぼう！電気工学を学ぼう！

地
ち

熱
ねつ

が、CO2をほとんど出
だ

さない純
じゅん

国
こく

産
さん

エネルギーっていうところ、すごく期
き

待
たい

しちゃうよね。でも、周
しゅう

囲
い

の環
かん

境
きょう

を調
しら

べて、発
はつ

電
でん

所
しょ

に適
てき

した場
ば

所
しょ

を見
み

つけるのに何
なん

年
ねん

もかかった
り、井

い

戸
ど

を掘
ほ

るのに莫
ばく

大
だい

なお金
かね

がかかったりと、難
むずか

しい課
か

題
だい

もたくさんあるんだって。

　さらに、地
ち

下
か

に戻
もど

した水
みず

は、しばらくすると水
すい

脈
みゃく

を通
つう

じて、生
せい

産
さん

井
せい

のある地
ち

熱
ねつ

貯
ちょ

留
りゅう

層
そう

に戻
もど

ってい
くことが、試

し

薬
やく

を使
つか

った実
じっ

験
けん

で確
たし

かめられている
そうです。つまり、澄

すみ

川
かわ

地
ち

熱
ねつ

発
はつ

電
でん

所
しょ

は地
ち

熱
ねつ

を利
り

用
よう

しているため、CO2をほとんど出
だ

さないばかり
か、地

ち

下
か

水
すい

をリサイクルして使
つか

っている、どこま
でも環

かん

境
きょう

にやさしい発
はつ

電
でん

所
しょ

なのです。

火山の恵みは火山の恵みは
温泉だけじゃ温泉だけじゃ
ないんだね！ないんだね！

　生
せい

産
さん

井
せい

からは蒸
じょう

気
き

と熱
ねっ

水
すい

が出
で

てきますが、発
はつ

電
でん

に使
つか

うのは蒸
じょう

気
き

だけ。その蒸
じょう

気
き

はパイプラインで
生
せい

産
さん

井
せい

から発
はつ

電
でん

所
しょ

に送
おく

られてきます。そして、
タービンを回

かい

転
てん

させて役
やく

目
め

を終
お

えた蒸
じょう

気
き

は水
みず

に戻
もど

すために復
ふく

水
すい

器
き

に送
おく

られますが、この段
だん

階
かい

ではま
だ熱

ねっ

水
すい

です。そこで、冷
れい

却
きゃく

塔
とう

を使
つか

って温
おん

度
ど

を下
さ

げ
ています。こうしてできた水

みず

は、一
いち

部
ぶ

は復
ふく

水
すい

器
き

に
再
ふたた

び送
おく

られて、蒸
じょう

気
き

の温
おん

度
ど

を下
さ

げるのにも使
つか

われ
ますが、その他

ほか

は自
し

然
ぜん

の中
なか

に戻
もど

されます。
　しかし、冷

れい

却
きゃく

塔
とう

で冷
ひ

やされた水
みず

は、そのまま川
かわ

に流
なが

したりはしません。たとえ有
ゆう

害
がい

な物
ぶっ

質
しつ

が含
ふく

ま
れていなくても、その水

みず

は地
ち

下
か

深
ふか

くから蒸
じょう

気
き

とし
て取

と

り出
だ

したもの。カルシウムをはじめとしたミ
ネラル分

ぶん

が多
おお

いなど、地
ち

表
ひょう

を流
なが

れる川
かわ

とは水
すい

質
しつ

に
違
ちが

いがあるのです。これをそのまま流
なが

しては、環
かん

境
きょう

に変
へん

化
か

をもたらしてしまうおそれがあります。そ
のため、生

せい

産
さん

井
せい

と同
おな

じくらいの深
ふか

さのある「還
かん

元
げん

井
せい

」という井
い

戸
ど

を使
つか

って、地
ち

下
か

に戻
もど

しています。

環境に変化を与えない

地熱発電の
しくみ
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